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ー--サンプル数日置
一ーサンプル数8僧

スレーキング試験の条件と供試体数

⑪ふるいにかける
ふるいの種類:2.80， 4.00， 5. 60， 8.00， 11.20mm 

それ以降，サイクル数が増えるにつれて岩石の飽和含水

上ヒは増加する.そのため，水浸後ごとにその時点、におけ

る飽和含水比を求める必要がある.そこで，あらかじめ

式 (1)にs=O，予備水浸後質量，あらかじめ求められた

同一試料の飽和合水比の値を代入し，試料の絶乾時の質

量を求める そして，サイクルごとの水浸後質量および

絶乾質量より，サイクノレごとの水浸後の飽和合水比を求

める.次に，式(1)にサイクルごとに求めた飽和合水比

およびその時点における水浸後質量，飽和度の目標値を

代入することによりサイクルごとの目標乾燥質量を求め

ることができる.

以上，ここで求められた飽和含水比，飽和度の値は，

あくまでも目安として算出した計算値であり実測値では

ない そのため，スレーキング試験の最終サイクル終了

後，試料を絶乾させて計測することにより，飽和含水比

および飽和度の値を再計算する必要がある.

試験の手順を図-6に示す.まず，整形した試料の質量

を測定し記録する.質量測定に使用した天秤の読み取り

精度はO.Olgである.

その後，岩石を飽和させるために 24時間予備水浸させ

5
回
繰
り
返
す

スレーキング試験方法の流れ図-6

図-5

相寺頁岩は粘土とシルトの他に約 l害IJの砂が含まれるこ

とが示された.この場合，古滞頁岩の方が成相寺頁岩よ

りも粒度が粗いといえるー

試料の整形にあたり，コアピッカーなどを使用すると

水の使用および整形中に加えられる外力の影響が危倶さ

れる.そこで， Franklin and Chandral1)が提案しているよ

うにハンマーで 50~100g 程度の大きさに整形したもの

を使用した. ただし，崩壊の形態を観察するために，円

柱形(直径25mm，高さ 20mm)に成形した試料を用いた試

験も別途行った.

異なる堆積環境による劣化状況の違いをより詳細に調

べるために，水浸・乾燥の繰り返しサイクル数を 5回行

った.サイクノレ数は，崩壊が進行する過程を精密かっ定

量的に評僻できる回数として，予備実験結果に基づき 5

回とした。

比較のために，岩石の飽和度および炉乾燥の温度を変

えてスレーキング試験を行った.炉乾燥温度 105"Cに対

しては岩石の飽和度は 5段階 (0%，25%， 50%， 75%， 

100%)， 60"Cに対しては3段階 (25%，50%， 75%)に分

けて行った.炉乾燥温度 1050Cに対しては各ケース 12倒，

600Cに対しては各ケース 6倒の試料を使用した.図・5に

示すように，サンプルの総数は 156偲となった.

目標とする飽和度を実現するために目標乾燥質量を

式(1)により求め，それを目安として乾燥することとした.

スレーキング試験の方法3. 
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1A7 _ Jfi(S.ws+10000) 

η 一 100(ws+ 100) 

W]:水漫後質量 [g]

W2 :目標乾燥質量 [g]

S:目標飽和度[%]

ws:飽和含水比[%]
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図-12 平均初期飽和度とスレーキング残存率の関係

(古滞頁岩，ふるいの目:5.6mmの場合)

御津の海岸付近で採取した成相寺頁岩はスレーキングを

起こさなかった.これはイライトをほとんど含まず，粘

土鉱物含有量が比較的少なかったことによると思われる

が，海水の影響を受けた可能性が考えられる.以上より，

粘土鉱物の影響は頁岩のスレーキング現象に大きな影響

を与えることが示唆された.

4.2鼠験条件

図・8，図・9に，それぞれ古浦頁岩および成相寺頁岩の

飽和度の違いによるスレーキング試験の結果(乾燥温度

1050Cの場合)を示す.また，図・10，図・11に，乾燥温度

を変えて飽和度に違いを与えた場合のスレーキング試験

結果の比較を示す。代表的な破砕状況を写真・5 写真・6

に示す.図・12，閣-13は横軸に再計算飽和度 (5サイク

ル平均)をとった場合の，飽和度と乾燥温度のスレーキ

ングへの影響を表している.これらのことから以下のこ

とが考察される.

4.2.1初期飽和度

図-8，図・9，写真-5，写真・6から，古浦頁岩および成

相寺頁岩のどちらとも，飽和度が低いほどスレーキング

しやすい傾向が認められる.また，図-10，図-11，図-12，
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(成相寺頁岩，ふるいの目:5.6mmの場合)

図-13より，乾燥温度を 60tに下げた場合でも飽和度が

低いほどスレーキングしやすいことが示されている.こ

の理由として次のことが考えられる.乾燥過程において

飽和度が高い状態にある場合は，たとえ表面付近が乾燥

したとしても水が内部から表面に向かつて拡散する. し

かし，乾燥を長時間行った場合は，岩石内の水分が減る

ことにより内部からの水の拡散がなくなり，表面が乾燥

収縮し，内部とのひずみ差が発生してクラックが形成さ

れやすくなることが考えられる.

4.2.2乾燥遍度

図-10，写真-5に示すように古浦頁岩に対しては，飽和

度を約 50%，75%程度にした時，乾燥温度の違いによる

影響はそれほどないように見える.しかし，飽和度を約

25%まで下げると 1サイクル自のスレーキング速度は

乾燥温度600Cの方が大きい結果がでている.写真-5(a)， 

(d) を見ても 5サイクル目において，乾燥温度 600Cの

方がやや細粒化している.また，成相寺貰岩は，図・11，

写真・6に示すように古浦頁岩と同様に飽和度が約 50%，

75%の場合は乾燥混度の違いによる影響は小さいように

みえる.しかし，図-l1(a)，(d)から示されるように飽和

度を約 25%にしたときは， 2サイクル自のスレーキング
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1050Cよりも 600Cの場合で劣化度が高いことが明ら

かとなった.また，堆積環境(海成，淡水成)が異

なれば試験条件のスレーキングに対する影響度が異

なることが示唆された.

以上のことから，今後，風化度や採取深度，岩盤区分

などの比較や，他の岩穏による検証などを行うことによ

り，より適切なスレーキング試験規準が確立されよう.
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